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概要
後期旧石器時代、日本列島をとりまく自然環境は急激かつ短周期的な気候変動によって、主に本州島に拡がる温帯と、主に古サハリン－北海道－千島半島に拡がる寒帯の二つの生態系が南北に移動を繰り返していたと考えられる。どちらの生態系においても、人々は狩猟と採集を主な生業としていたが、動物資源を含む様々な資源の配置と構成を熟知し、それぞれ異なる仕方で、計画的な季節移動を繰り返しながら生活していたと考えられる。
１　はじめに
　日本列島の後期旧石器時代研究は、遺構や遺物を通して認められる考古学上の文化の時代的な関係（編年）や文化の系統の問題に主に取り組んできた（佐藤2005a）。このアプローチは、研究が開始された当時、最先端であったフランスの後期旧石器時代研究から主に借用されたものであるが、今日、二重の意味で日本列島の研究の枠組みとしてなじまないことが明らかになってきた。一つは、日本の考古学界が当初参考にした、フランス後期旧石器時代の考古学的文化に対する研究の視点そのものが相対化されたことによる。研究の進展に伴い、欧米では、いつ・どのような文化が展開したのかを問うための研究（示準的な石器による文化史復元）だけでなく、どのように・なぜそれらの文化が展開・変化したのか、そのプロセスやメカニズムの追及が主たる研究上の課題として近年重要視されるようになった。
　もう一つは、研究対象、つまり日本列島の旧石器文化そのものの特性や遺跡の保存状況から派生する問題である。ヨーロッパやシベリアの旧石器時代遺跡では、石囲いの炉址や住居址などの遺構、骨角器や垂飾品などの遺物が豊富に伴うことが通例であるが、日本列島の旧石器時代遺跡ではそれらはほとんど検出されず、石器とその集中のみが検出される。また石器が豊富に出土するという点では両地域は共通するものの、ヨーロッパでは石器の種類が多く、それぞれの役割が明確で、形態の規格性が高いのに対し、日本、特に本州では石器の種類が相対的に少なく、形態の規格性は低く、しかも数量的に安定しない。これは、ツンドラや寒帯にあったヨーロッパでは、人々は狩猟対象である特定の動物を求めて広い範囲を移動しなければならず、狩猟の道具や獲物の解体処理のための専用の道具（石器）をあらかじめ用意しておかなければならなかったためである。一方日本では、島嶼に位置し、ヨーロッパより相対的に温暖で異なる環境だったため、ヨーロッパとは異なる多様な資源を利用していた。目的の決まった専用の道具をあらかじめ用意しない、いわば柔軟な道具の使用法を考案していたのである。このように、後期旧石器時代の人々は、世界各地の多様な環境にすでに適応し、ヨーロッパで明らかにされた後期旧石器文化とは大きく異なる文化がアジアやオーストラリアに出現・展開していたことが明らかとなってきた。現在見られる文化の多様性の萌芽は、すでに後期旧石器時代に生じていたことになる。しかしアジアではこのような推測がかなり確実に成り立つ一方で、骨や木等の有機質・動植物資源を盛んに利用していたが、今日の遺跡ではほとんど見ることはできない。その理由は、遺跡が形成される数万年の間に、それらが温帯湿潤気候と酸性土によって分解されてしまった結果である可能性を考慮しなければならない。このような点から、日本列島の後期旧石器研究では、研究資料そのものの特性と形成条件を踏まえ、形成過程や機構を明らかにするために体系的な研究方法の開発が求められるようになってきた。
　一方で、過去60年以上にわたる着実な調査研究の蓄積により、日本列島各地にどのような石器群が分布し変遷してきたのかについて、その概要を明らかにすることができた（安斎・佐藤編2006）。後期旧石器時代の石器群は、技術形態学的な特徴と石器の器種組成などによって、台形様石器石器群、基部加工尖頭系石器石器群、さらに細石刃石器群などに大別されるが、石器群の諸特徴からより細かい地域的な相異があることが明らかにされてきた。近年では、これら後期旧石器時代石器群のそれぞれについて、どのように・なぜそのような時代的・地域的変異が生じたのかを行動論的に説明する研究、例えば当時の人々の資源獲得戦略と居住移動行動の推論、石器使用痕分析による狩猟道具の機能・用途の推定、古脊椎動物学・化石地理分布・年代測定による狩猟対象獣の推定など、旧石器時代の人々の生活や狩猟行動、および自然環境との相互作用の問題への多様なアプローチがおこなわれるようになった。
　後期旧石器時代の日本列島に居住した人々はどのような環境に暮らし、どのような動物をどのように狩猟したのだろうか。本章ではこの疑問に答えるため、列島プロジェクトで私たちが行ってきた最新の研究成果を踏まえ、大胆な仮説も交えながら検討してゆくことにしたい。
２　日本列島の古環境と動物資源
　日本列島に居住した後期旧石器時代の人々の狩猟活動を考えてゆくにあたって、まず最初に当時の自然環境と動物資源について概述したい。日本列島の後期旧石器時代は、およそ4～3.5万年前にはじまり、1.2～1.0万年前までのおよそ3万年間継続する。この時期は地質時代の第四紀（氷河期）の後期更新世の後半に相当し、ダンスガード・オシュガーサイクルと呼ばれる数百年～数十年単位の急激で短周期的な気候変動があったことが知られている。つまり地球上の気候は現在の気候よりも気温が地球全体で低下し、しかも不安定であったと想定されている。
　氷河期の日本列島は、全球的な海面低下に伴い、現在とは大きく異なっていた。最も気温が低下したと考えられる最終氷期極相期（およそ2.4～1.9万年前）の日本列島周辺を第１図に示す。この時期の日本列島周辺の陸域は、主に二つの部分から構成される。北海道はサハリンおよび千島列島（国後島と色丹島）と陸橋によって接続し、大陸から張り出した古サハリン－北海道－千島半島を形成していた。本州は、四国と九州が接続し、古本州島を形成していた。古本州島は、古サハリン－北海道－千島半島や韓半島とは氷河期を通じて接続しなかったと考えられるが、海峡の幅は非常に狭くなり、わずか十数～数kmになっていたと考えられる。日本海には太平洋からの海流がほとんど流入せず、湖のような閉鎖系海域を形成していた。日本海に暖流が流入せず、列島の四周を流れる黒潮等の海流も当時は海岸から離れた外洋を流れていたため、列島全域は、完新世以降今日まで続く温暖で湿潤な気候とは大きく異なり、大陸的な寒冷で乾燥した気候が支配的であった。そのため動植物相も、大陸と共通する種類によって占められていた(佐藤2005b)。
　当時の植物相は、このような気候に規定され、現在分布している植物相よりも寒冷な環境を好むものから構成されている(Igarashi2008)。北海道の北部や東部では、寒帯の草原と針葉樹林がモザイク状に拡がっていた。北海道の西部から古本州島東半部にかけての地域には寒温帯針葉樹林が広がっており、西南日本に相当する西半分の地域では温帯針広混交林が卓越していた。今日の西南日本に広く分布する暖温帯落葉広葉樹林や常緑広葉樹林は、古本州島の南岸に張り付くようにかろうじて認めることができる(辻2004)(第１図)。
　中・大型哺乳動物相は、列島全域では、南方系のナウマンゾウ－オオツノシカ動物群と北方系のマンモス動物群の二者から構成されていた。古本州島においては、前者が中・大型動物群の基本となっていた(河村1998)。前者のナウマンゾウ－オオツノシカ動物群は、遅くとも13万年前には韓半島を経由して古本州島に流入していたと考えられ、ナウマンゾウ、オオツノシカ以外に、各種のシカ、ヒグマ、ツキノワグマ、アナグマ、タヌキ、イイズナ、テン、キツネ、オオカミ、ニホンザル等が棲息していた(第２図)。
　一方、古サハリン－北海道－千島半島では、マンモスゾウ、ヒグマ、バイソン、トナカイ、シベリアジャコウジカ、ウマ、ヘラジカ、ユキヒツジ、ヒョウの一種、オオカミ、北極ギツネなど、「マンモス動物群」を構成する化石の産出が主に報告されている（Kirillova, 2003、Kuzmin et al., 2005、Vasilevski2008、Takahashi et al. 2006など）。マンモス動物群は広く北ユーラシアに展開し、約5万年前にシベリアから渡来した。一方で北海道半島の南部では、OIS3（6～2.8万年前）にナウマンゾウやオオツノジカなどの温帯の動物化石の産出が報告され、OIS2（2.8～1.2万年前）になると、古本州島北部にバイソンやヘラジカのようなマンモス動物群に属する大型動物の産出が報告される。二つの動物群の分布境界が時代によって南北に移動していたことや混合が起こっていたことを示していると推定される(Takahashi et al. 2006)。
３　古サハリン－北海道－千島半島の狩猟行動
　古サハリン－北海道－千島半島地域の後期旧石器時代は、シベリア大陸部と共通する寒冷かつ乾燥した景観が拡がっていたと考えられる。この景観は後期旧石器時代を通じて一定だったのではなく、急激かつ短周期的な気候変動による植物相と動物相の構成・分布・量に大きな変化があったと考えられる。このような資源環境の変化に対して人間の文化はどのように変化したのか、考古学的証拠に基づいて概要を描くことにしたい。
　サハリン南部は、これまでに知られている石器(Vasilevsky 2006など)の技術形態的特徴からみて北海道とほぼ同様の石器群が分布していると考えてよいが、発掘資料の詳細な報告と分析に乏しいので、本節では発掘調査および報告･分析の事例が圧倒的に多い北海道を中心として論じる。なお、千島列島では旧石器時代の遺跡はまだ発見されていない。
現在のところ、北海道ではOIS3に年代づけられ得るような資料は未だ少数しか知られておらず、大多数がOIS2の資料である。この地域では、遺物包含層が薄いこと、寒冷気候に起因する凍結擾乱を受けていること、さらには確実な放射性炭素年代値の蓄積がなかなか進んでいないこと等から、旧石器時代の細かな地質編年は困難なものとなっている(出穂･赤井2005)。古環境の細かな変遷と石器群の対応関係を十分把握できる状況にはないが、以下、ごく大略的な環境変遷と対応できる程度に石器群を時期区分して説明したい（山田2006）。
(1)前期細石刃石器群前葉とそれ以前
　OIS2の北東アジアにおける旧石器文化を特徴づけるのは、細石刃技術の発達である。細石刃(図３：8･9)とは、幅数㎜から12㎜程度の細長いカミソリの刃のような石器で、シンプルな形態とは裏腹に高度な製作技術を要する。この細石刃を量産するために、東北アジアでは様々な細石刃製作技術が出現し、考古学はその分析に多くを費やしてきた。
　通常、細石刃は槍先をはじめとする植刃器(図４)の刃部として用いられた。骨角等を素材とする軸に並べて嵌め込まれた細石刃は、破損しやすい刃部を効率的に交換し維持することを可能としたため、利用する石器石材(石材資源)の地理的分布が大きく制約されていた旧石器時代にあって、携帯性と融通性に優れた石器であった。こうした性質は、居住地を頻繁にあるいは長距離にわたって徒歩で移動させる遊動的な生活においてとりわけ有利であったと考えられる。
　北海道では、酸性土壌によって有機質遺物の分解が進んでしまうため、植刃器本体(軸)が発見されることはないが、良質な石材資源(黒曜石･硬質頁岩)とおそらく関係して、多様で豊富な細石刃製作に関連した遺物が知られている。この時期の狩猟が主にこの細石刃と植刃器によって担われていたことは間違いない。
　北海道では、押圧剥離技術によると思われる細石刃の量産と骨角器･植刃器の製作に関係すると考えられる定形性の強い彫器(樋状の剥離痕によって刃部を形成した石器。植刃器の本体の製作に利用された)群を伴う明瞭な細石刃石器群が確認できるのは、現在のところ、2.5万年前以降である。この時期は、最終氷期極相期に相当する。石器群には定型的な石器が少なく、遺跡毎の変異も少ないので、頻繁に居住地を変えながら広範囲で移動生活を送っていたのであろう。
　他方、後の前期細石刃石器群後葉のような広範囲･長距離にわたる石器石材の移動がほとんど確認できないため、相対的に遺跡に近在する多様な石材が石器製作に用いられていたらしい。また、細石刃製作技術が未分化で技術形態的特徴が連続的であるため、細石刃核(細石刃を剥離するための母体)(図３：15～18)の分類に困難をきたし易い。
　このような状況は、頻繁に居住地を移動しながら食料資源を獲得するとともに、特定の石材資源への特化があまり進んでいなかったことを示している。またこのことは種々の資源の性質と地理的・季節的分布に対する知識の蓄積があまり進んでいなかったことをも示唆する。その背景となったのは、草原的な環境に生息する移動性と群集性の強い中･大型草食動物群を主な食料とする資源環境を想定するのが最も整合的である。遺跡からは化石の産出はほとんど報告されていないが、バイソン、トナカイ、ウマ、ヘラジカ、ユキヒツジを含むマンモス動物群は狩猟対象として矛盾しない。
　細石刃石器群出現以前(後期旧石器時代前半期)の北海道では、基本的には本州系石器群の様相が色濃く(佐藤2003)、このことはMIS３の3.5万年前を中心とした比較的温暖な時期に本州の動物群が北上していたという想定と整合する。ただし、当該期の資料は未だ少ないため、細かな編年に基づいた石器群の比較分析(変異性の把握)と行動論的検討は困難な状況にある。しかしながら、その中でも台形様石器をはじめとする軽微な加工の石器に特徴づけられる古相の剥片石器群(佐藤2003)(図３：-1～7)には、強力な狩猟用刺突具をなしたと考えられるような定形的な石器がなかなか見当たらず、大型獣の組織的狩猟は未発達であったことを示唆する可能性が高い。以上のことから、年代的対比や行動論的推測から細石刃石器群は北方から来て、遺跡での直接の証拠はないが、マンモス動物群の南下と軌を一にしていた可能性が高い（Izuho and Takahashi, 2005）。
(2)前期細石刃石器群後葉
　この石器群に後続するのは、1.8万年前前後の石器群(前期細石刃石器群後葉)である。石器群の内容は、製作技術や形態に変化が生じるものの、道具として用いられる基本的な石器の種類は同じである。
この時期には、さらに広範囲･長距離にわたる石器石材の移動が非常に明瞭なため、前の時期に比べて長距離を移動するように変化した。例えば、北海道北東部から産出する黒曜石は直線距離で100km以上離れた十勝地域の遺跡や150km以上離れた石狩低地帯南部地域の遺跡で顕著に認められる。さらに白滝から300km以上を隔て、白滝産を含む多数の黒曜石製石器が知られているサハリン南部のソコル遺跡もある(佐藤他2002)。またこの時期には、前葉と比較して著しく大規模な遺跡が出現するので、相対的に居住地移動の頻度が減少したり同一地点の回帰的利用の頻度が高まったりしていた可能性がある。こうした中で、大形の原石材を得ることができる原産地で集中的に製作･準備される札滑型(図５：17･25)と、より一般的な小規模の産地の原石材･素材からも製作可能な峠下型(図５：16)というように、細石刃核の分化が明瞭になる。すなわち、細石刃製作技術は、各産地で採取される原石材の形質に対応して選択的に適用されるようになり、特に白滝では大規模な岩体露頭近辺における大形原石材の開発が顕著になる(木村1995など)。
　前期後葉の細石刃石器群は、石器組成･細石刃製作技術ともに前葉からの連続性が強く、基本的には同様の粗区画的な資源環境が想定される。しかしながら、このような状況からは、石材や食料資源を計画的に獲得する傾向が増大した(図７中)と思われる。多大な移動エネルギーを消費してまで石材産地と遠く離れた狩猟地を往還することができたのは、それを可能とする道具群だけでなく、狩猟対象の分布と生態に対する確かな知識と予測があったからであろう。
(3)後期細石刃石器群
　概ね1.6万年前以降の年代が想定される石器群では、道具として用いられる定形的な石器の種類が増加し、それらの各器種の数量が遺跡毎に個性的に変動するため、石器の組成に著しい変化が生じる。つまり、各地点で極めて大きな変異を示す石器群が出現するのである。この時期に顕在化する代表的な石器である両面加工の有茎尖頭器(図６：17～22)は、細石刃による植刃槍以外に主力となる狩猟具が登場してきたこと、そして狩猟の道具や方法が分化してきたことを意味する。
　他方、それぞれの地域での石器製作作業の主要な部分は近在の石材資源の開発に支えられるようになり、石器の製作･調整と使用を頻繁に行った遺跡が普遍的に現れるようになる。関連して、細石刃製作技術および細石刃核(図６：40～43)は技術形態的特徴が特殊化し、しかも地域的に偏在するようになり、その分類も比較的容易なものとなる。
　上述のような石器と地点の機能の分化、地域的な石材資源の開発の様相は、前期と比較して相対的に居住地移動性が低下し兵站的移動性(資源を獲得するための居住地を拠点とする往復移動)が高まったことと組織的な関係にある。このような居住･移動システムを基盤とした生態は、粗区画的な食料資源環境の解体(細区画化)を反映する可能性が高い(図7右)が、本格的な定着･定住的居住システムを示す痕跡(例えば、明瞭な住居遺構や貯蔵施設遺構、土器使用の一般化等)の欠落は、食料資源の高度な予測性の獲得には至っていなかったことによると考えられる。資源の予測性が向上するためには、自然環境の安定性とヒトの知識の蓄積の両方が関連する。当該期の植生や動物相の詳細については不明な点が多いが、一般的には温暖化傾向が明瞭ながらも激しい寒暖の変動を示したとされる晩氷期の気候激変期と時期的にほぼ重なることは、こうした食料資源環境と矛盾しないだろう。
　なお、北海道では8千年前以降の縄文時代早期に、土器や竪穴住居を一般的に伴うより定着･定住的な生活が、完新世の温暖湿潤な森林環境の中で展開されてゆくが、その直前の1.2～0.8万年前の状況が極めて不明瞭である。この時期は晩氷期終末の寒冷期(いわゆる新ドリアス期)とも関連する可能性があり、その解明が大きな課題となっている。新ドリアス期の北海道は、人口の著しい減少があった可能性が高く、その後本州以南より遅れて、ようやく8千年前に完新世の温暖・湿潤環境が出現するまでの間、北海道は著しく人口が少ない状態が続いたとも想定できよう。
４　古本州島と南西諸島の狩猟行動
　(1)　生業の変動論
　旧石器時代、古サハリン－北海道－千島半島の南西部（北海道の西部）から古本州島東半部にかけての地域には寒温帯針葉樹林が広がっており、西南日本に相当する西半分の地域では温帯針広混交林が卓越していた。今日の西南日本に広く分布する暖温帯落葉広葉樹林や常緑広葉樹林は、古本州島の南岸に張り付くようにかろうじて認めることができる(辻2004)(図1)。
　古本州島の大部分を占めていた寒温帯針葉樹林と温帯針広混交林は、今日のロシア極東アムール川流域の植生によく類似していたと考えられるので、この地域の野生食料事情から類推すると、食用植物資源に乏しかったであろう(大貫・佐藤編2005)。特にクリ・ドングリ・トチノミ等の縄文時代の主要な食料資源を供給していた温帯落葉広葉樹林は、更新世の日本列島には面的な分布をほとんど認めることができないため、南岸域にわずかに分布し、シイやカシの実を供給することができる暖温帯落葉広葉樹林や常緑広葉樹林帯を除いては、植物に食料の多くを依存することは、旧石器人たちにとってかなり困難であったに違いない。さらに、安定した気候環境をもつ完新世以降の列島とは異なり、更新世の不安定な気候変動は自然環境の長期にわたる安定を阻害したので、旧石器人たちが依存していた地域の自然資源をより不安定なものにした。
　後期旧石器時代の人々は、狩猟と採集を主要な生活手段としていたと考えられるが、彼らの具体的な生活については、つい最近まで世界中に暮らしていた現生狩猟採集民と呼ばれる人間集団の生活様式が大変参考になる。一般に現生狩猟採集民は、利用が予定されている資源の空間的な分布や時間的な出現のタイミングを予測し、資源を効果的に開発するために、自分たちの行動計画を立てて実行している(Binford 2001)。このように、資源開発の予測可能性がもっとも重要なことになるが、これが不透明になると、資源を開発し獲得するためのスケジュールを、季節的な変化や周期にあわせて確立することが困難となる。従って、更新世の列島に見られたような不安定な資源構造下では、特定の地域や空間を集中的かつ組織的に利用するような定着的な生活を送ることは、一般に不利であったと考えられよう。特に、植物資源は、利用可能であれば本来最も安定した資源であるはずなのにもかかわらず、資源構造が不安定であった後期旧石器時代には、それほど頼ることはできなかったものと思われる。
　一方、動物資源、特に大型動物の多くは、環境の変化によるリスクやストレスを、条件付きながらも移動によって軽減・回避することが可能である。従って、動物資源の探索・捕獲行動に工夫を凝らすことに成功すれば、一定程度の利用はできることになる。旧石器時代のように目紛しく変動する自然環境の下では、特定の狭い地域に定着して、資源開発のための領域として占有し多角的に利用する定住生活を送るよりも、異なる資源構造をもつ複数の生態系の間を、特定資源の利用に絞って広域に遊動・回遊する移動生活を採用した方が有利であることは、現生狩猟採集民の行動論研究から知られてきた。このような理由で、列島の後期旧石器時代の人々は、移動資源である動物、特に中・大型獣を狩猟するために広域を移動する生活を送っていたと考えられる(佐藤2007、佐藤編2008)。
　なお漁撈も動物資源利用の一種であり、ヨーロッパやアフリカ等では、この時期盛んに行われていた。しかしながら、旧石器時代の日本列島では漁撈の直接的な証拠はない。あるいは今日海没している旧海岸部にそのような証拠が残されている可能性を排除することはできないが、そもそも漁撈は陸と水面が接する特殊な場所ではじめて実施可能なため、本来定着的な生業である。従って、動物狩猟に傾斜するほど同時には採用しにくい生業であることは間違いない。また、現在海洋資源バイオマスの多くを生産している大陸棚が当時陸化していたことも、本格的な漁撈活動を展開するには不利な条件となっている。特殊な環境条件を想定できない限り、日本列島のこの時期に本格的に行われたとは考えにくい。日本列島で漁撈が開始されるのは、海域環境が今日に近づいた更新世末の出来事であった。
　(2)古本州島の動物群と人類遺跡
　古本州島における人類活動の痕跡は、OIS3(6〜2.8万年前)の前半から確認できるようになり、同中頃(4万年前)の後期旧石器時代の開始とともに、爆発的に増加する(佐藤1992、2006)。後期旧石器時代以前と考えられる遺跡の数は数十箇所にとどまるが、対照的に後期旧石器時代の遺跡数は、1万箇所を超えており、おそらくは1万4000箇所以上となるだろう(大竹2008)。日本の考古学的調査の水準と精度は周辺諸国と比して格段に優れているので、その影響も考慮せねばならないが、それでもこの数値は世界的にも群を抜いて多い。日本列島の後期旧石器時代の人口は周囲に比べてかなり多く、氷期の厳しい自然環境の下ではあるが、生活するには相対的に好適であったと言えよう。
　古本州島においては、先述のナウマンゾウ－オオツノジカ動物群が中・大型動物群の基本となっていた(河村1998)。これらの動物群は温帯森林棲の種が主体であることから、マンモス・ステップが広がっていたと推定される北海道とは異なり、古本州島の後期旧石器時代人は、森林を主とし所々に疎林や草原等がパッチ状に見られる環境が展開する景観の中で、狩猟活動を展開していたと考えられよう。
　一方5万年前頃に北方のシベリアから南下したマンモス動物群は、主として北海道に分布していたが、2.8万年前の最終氷期最寒冷期(OIS2)になると、古本州島東部にバイソンやヘラジカのようなマンモス動物群に属すると考えられる大型動物の分布が見られる時期がある。先述したように、北海道と古本州島の間には、狭いながらも津軽海峡があったことから、寒冷化の影響により動物が移動可能な氷橋が存在していたのではないかとも推定されている。
　(3)古本州島の狩猟
　日本列島の後期旧石器時代は、OIS3から2への移行期(2.8万年前)を境にして、前半期と後半期に大別することができる。日本列島は、地殻プレート境界付近の活発なテクトニクス運動によって形成されているため地形が複雑で、考古学的文化の単位も、大陸に比して相対的に小規模となり、この小規模な単位が分立する傾向を有している。それでも、前半期の古本州島では、石器群に見られる構造的特性はよく共通していると言うことができる。前半期の石器群構造は、最初は小型の台形様石器と中型の基部加工尖頭形石器の二者から構成(二極構造)されており、次第に前者が切出形石器や小型の背部加工尖頭形剥片石器に移り変わる一方で、後者は大型化した基部(背部)加工尖頭形石刃石器に発達していく(図８)。両者ともに狩猟具の先端に装着した槍先であったと考えられるが、その大きさや形が異なることから、対象とした動物の種類や狩猟の方法が異なっていたと考えられている。
　比較的調査の進んでいる関東地方東部を例に、当時の狩猟活動について考えてみたい。千葉県北部の下総台地は、後期旧石器時代を通じて日本有数の遺跡密集地帯となっているが、面白いことに石製狩猟具の材料となる良質の石材は在地でほとんど得ることができない。そのため、北関東の関東山地帯か会津周辺で産出する黒曜石や珪質頁岩等の優良石材を利用して、下総台地で狩猟を活発におこなっていたと考えられる。後期旧石器時代前半期前葉の下総では、前述の二極構造が典型的に見られるが、在地の質の劣った石材で台形様石器系の石器を製作する遺跡が多くを占め、遠隔地から搬入してきた優良石材を利用して大型狩猟具を生産する遺跡は数が少ない。こうした遺跡では、優良石材を原石のまま運び入れ、そこで道具の素材となる石刃を製作し、石刃から大型狩猟具を生産するという一貫した石器製作が行われている。
　やがて前半期後葉になると、石器製作の方法に注目すべき変化が起きる。原石をわざわざ下総まで運んできて現地で生産の全行程を行うというこれまでの方法から、石材が採取できる北関東周辺で素材となる石刃を生産し、次に石刃を下総に運び込んで狩猟具に加工し運用する方法に転換するのである。この新しい行動方式の採用によって下総では、大型狩猟具を活用した遺跡数は増加した(国武2007)。
　前半期前葉はまだ温暖であったが、前半期を通じて徐々に寒冷化が進行したので、狩猟に好適であった下総台地では、寒冷化に伴い次第に草原的な景観が拡大したと考えられる。大型狩猟具は、おそらく大型の動物狩猟用であった可能性が高いことから、下総における大型狩猟具の発達は、この景観変遷に連動していたのではないだろうか。しかしながら、草原景観が発達していたとしても、古本州島の植生相の基本は森林にあったと考えられるため、小型狩猟具と推定される台形様石器およびその系統の小型石器は、後期旧石器時代を通じて一貫して用いられることになった。旧石器人たちは、草原景観の中での大型獣狩猟を優先する戦略を好んだと考えられるが、他方森林が優越する環境下では大型獣のみに依存することは困難であったため、森林での中・小型獣狩猟も同時に行っていたと思われる。こうした狩猟行動は、現生狩猟採集民の研究からも支持することができよう。
　古本州島における大型狩猟具の大型化は、東北地方と九州地方を除けば、前半期末をピークとする。後半期になると一転して、古本州島各地の集団は、その地域の生態環境の利用を深めたために、地域的に特徴の異なる石器群を分立させるようになる。この中で、狩猟具は再編され、各地の石器製作技術によって各種の中型狩猟具を生産するように変化した。これは、前述した大型哺乳類の絶滅に連動した、狩猟具としての石器製作・運用技術構造の再編成を意味すると考えられる。広域移動する大型哺乳類が絶滅したため、主要な狩猟対象が相対的に移動距離の少ない中・小型獣に移行したので、各地の集団は地域間を広域に移動することなく、各地域の自然環境に応じた独自の狩猟技術を開発・運用することになったと考えられる。この行動様式は、同時期の古サハリン－北海道－千島半島で見られた行動と対照的であった。
　(4)陥し穴猟
　一般に先史時代の狩猟行動を具体的に知りうる考古資料は、きわめて少ない。特に日本列島の旧石器時代においては、遺跡から狩猟の対象となった動物遺体はほとんど出土することがなく、せいぜい石器の形態や製作技術から推定するに留まることが多い。その中にあって、地面に坑を穿った陥し穴を使った狩猟は、そのほぼ唯一の例外と言える。陥し穴は、3万年前から現在まで列島全域で使用され続けたが、旧石器時代の使用例は、世界に類例をみない貴重な資料を提供している。
　後期旧石器時代の陥し穴は古本州島全域で確認することができるが、主要な分布域は、静岡県東部の愛鷹・箱根山麓と種子島を含む南九州の2箇所に限られる。そして、その盛行する時代も、前半期前葉の種子島と愛鷹・箱根山麓、後半期末の細石刃石器群期の南九州といった二つに分かれる。列島最古の陥し穴は種子島にあり、大津保畑遺跡では、4万年前頃の円形で開口部の開いた円筒形の断面形をもつ陥し穴群が検出されている(川口ほか2009)。後続する時期の陥し穴は、3万年前頃の愛鷹・箱根山麓の遺跡から大量に検出されており、いずれも円形で細長い逆台形状の断面形をもつ陥し穴が、100メートル以上の列をなしていた(図９)。大津保畑遺跡の陥し穴覆土の花粉分析によれば、周囲は照葉樹林からなると推定されているが、愛鷹・箱根の陥し穴では、反対に草原状の開けた景観が推定復元されている。したがって種子島では、森林環境の中でシカやイノシシ等をねらって仕掛けられた罠であると考えられるが、火山草原の発達した愛鷹・箱根では、台地全体を横切るように仕掛けられた大規模な罠であった可能性が高い。
　前半期前葉に一部の地域で盛行した陥し穴猟は、その後いったん衰退するが、後半期末の細石刃石器群期(1.7〜1.5万年前)の南九州で、再び発達する。この陥し穴は前半期の陥し穴と形態的に大きく異なり、楕円形や長方形を主とし、底面に落下した動物の動きを封じるためと思われる逆茂木を設置した痕跡をもっている。陥し穴の設置される場所の特徴も異なり、丘陵上で谷の沢頭付近を選択して仕掛けられている。こうした特徴は、後の縄文時代に発達する陥し穴とほぼ同じであることから、温暖化がいち早く進行した南九州で、縄文型の陥し穴猟の先駆形態として出現したと考えられる(佐藤2002)。
　後期旧石器時代の古本州島で見られた狩猟行動は広域移動型を基本としていたが、前半期初頭から前葉にかけて、種子島と愛鷹・箱根という遠く離れた二つの地域にだけ陥し穴猟が発達した。その理由として考えられるのは、前半期前葉がOIS3の温暖期にあたり、両地域が古本州島南岸に分布していた暖温帯落葉広葉樹林・常緑広葉樹林帯に属していたことに求められよう。南九州南端から薩南諸島にかけての後期旧石器時代初頭の遺跡では、剥片石器をほとんど持たず、大型の磨石・石皿・敲石等の礫石器を大量に出土する遺跡が認められる(橘ほか2002)。これらの石器は、暖温帯落葉広葉樹林や常緑広葉樹林が生産する堅果類を処理した道具であったと考えられる。こうした地域では、古本州島では例外的に定着的な生活を送っていた可能性が高い。従って、定着的な生業である罠猟を基本的な性格とする陥し穴猟が展開できる条件が揃っていたと思われる。前半期に盛行した陥し穴猟が衰退するのは、その後の寒冷化する気候に影響されたためであろう。
５　まとめ
　従来、日本列島の更新世の大型動物は、更新世末期(1.5〜1万年前)に見られた大型動物の大量絶滅という世界的傾向と同調させて理解されてきたが、最近の研究によれば、ことはそう単純ではないらしい。AMS放射性年代測定法のような高精度の年代測定法が近年実用化されたことに伴い、列島各地でこれまで出土していた化石骨の年代の再測定がすすんだ結果、古本州島においては、ナウマンゾウやオオツノシカは2.8万年前を最後に絶滅した可能性が高いことがわかった。その後の時代の古本州島では、これら絶滅大型哺乳類を除いたナウマンゾウ-オオツノシカ動物群の各種中・小型動物(先述したシカ、ヒグマ・・・・ニホンザル)が完新世以降も残存し、今日の動物相の基本を作り出したことになる。古本州島に南下したバイソンやヘラジカなどのマンモス動物群に属する大型哺乳類は一時的な存在であったらしく、2.4万年前には古本州島からは、更新世の大型動物は姿を消し、また北海道では，マンモスゾウが2万年前には姿を消していた(高橋2007)。この時期以降に認められる急速な温暖化が、生息域の分断や縮小をもたらしたのではないかと考えられる。
　更新世末期に代表される第四紀に見られた大型動物の大量絶滅現象を説明する仮説には、従来から環境変動影響説と人類による過剰殺戮説の両者があった。これまでは、どちらかといえば過剰殺戮説をとる立場が強かった(Martin and Klein 1984)が、近年の研究成果によれば、むしろ環境変動の影響を主体的に考える立場が強調されるようになっている(マンモスの例については、コラム参照)。古本州島の場合でも、こうした大型哺乳類の絶滅は、人類文化でいう後期旧石器時代前半期(4〜2.8万年前)から後半期(2.8〜1.5万年前)への移行段階に相当しているが、遺跡数はむしろ後半期の方が圧倒的に多いので、過剰殺戮説のみでは説明が難しいことは確かである。
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図キャプション
図１　旧石器時代(2.5万年前)の古本州島と古サハリン－北海道半島の古地理と基本植生(Igarashi, 2008、辻2004を改変)

図２　旧石器時代の日本列島に見られた2つの動物群の変遷(高橋2007)
図３　前期前葉の細石刃石器群(下)とそれ以前の石器群(上)
1～5：台形様石器、6：掻器、7：削器、8･9：細石刃、10：石刃、11～13：彫器、14：掻器、15～18：細石刃核
図４　シベリア(チェルノアジョーリエII遺跡)の植刃槍(Petrin, 1986)：両側縁に細石刃が塡め込まれている。
図５　前期後葉の細石刃石器群
1～3･18･19：細石刃、4･24：石刃、5･6･22：削器、7～12･20･21：彫器、13～15･23：掻器、16･17･25：細石刃核
図６　後期細石刃石器群
1･2･23･24：細石刃、3：石刃、4～13･26～29：彫器、14～16･30～34：掻器、17～22･37･38：尖頭器･有茎尖頭器、25：削器、35･36：錐形石器、39：斧形石器、40～43：細石刃核
図７　人類集団の居住･移動と資源環境の関係態(山田2006)
図８　後期旧石器時代前半期の2つの石器群(佐藤2002より一部改編)

図９　後期旧石器時代前半期と同末期の陥し穴
